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今年9月にコロラド州で「第16回日米草の根交流サミットコロラド大会」が開催されました。
大会中は天気にも恵まれ（山岳地帯特有のスコールはありましたが）、参加者はコロラド
の初秋を楽しむことができました。

約210名の参加者が、9月5日に成田空港を出発し、下記の日程で過ごしました。

　　　　　　　　　NTTコミュニケーション株式会社／三菱商事株式会社／全日本空輸株式会社／トヨタ自動車株式会社／
明治安田生命保険相互会社／東京電力株式会社／株式会社大庄／イオン株式会社／株式会社永谷園／東京海上日動火災保険
／キリンビール株式会社／コカコーラ セントラル ジャパン株式会社／キャノン株式会社／新日本石油株式会社

協賛企業　

オプショナル・ツアー

9月5日　成田空港出発、デンバー空港（コロラド州）到着、ザ・ブロードモア到着

9月6日　オプショナル・ツアーの開催、カクテル・パーティーとオープニング・セレモニーに参加

9月7日　それぞれの地域分科会へ出発、ホームステイ

9月8日、9日　それぞれの地域分科会でプログラム、ホームステイ

9月10日　ザ・ブロードモアに集合、クロージング・セレモニーとフェアウェル・パーティーに参加

【大会だけ参加した方】

9月11日　サンフランシスコへ移動、サンフランシスコに宿泊

9月12日　サンフランシスコ空港出発、機内泊

9月13日　成田空港到着、解散

【オプショナル・プログラムに参加した方】

9月11日　それぞれのプログラム地域へ移動、ホームステイ

9月12日、13日　オプショナル・プログラムに参加、ホームステイ

9月14日　それぞれワシントンDCまたは、サンフランシスコに宿泊

9月15日　ワシントンDC空港または、サンフランシスコ空港出発、機内泊

9月16日　成田空港到着、解散

コロラド大会実行委員会の主催で、3つのオプショナル・
ツアーを行ないました。

1. NORAD（北米防衛空軍基地）見学ツアー

2. 空軍士官学校見学ツアー

3. コグ・レールウェイとパイクス・ピークのツアー

上記1、2のツアーは見学先の好意で、移動のバスの手
配や、一般見学では入れない所も紹介していただきま
した。
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　　　　　　　　　東京ガス株式会社／アサヒビール株式会社／四国電力株式会社／中部電力株式会社／北海道電力株式会
社／トヨタフィナンシャルサービス株式会社／オムロン株式会社／株式会社サミックス／宇佐美工業株式会社／宇佐美産業
有限会社／株式会社JPホールディングス／株式会社メディウムジャパン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年9月20日時点）

協賛企業　

カクテル・パーティーとオープニング・セレモニー

今回は在デンバー日本総領事館主催で、ザ・ブロードモア内のインターナショナル・センターで開催されました。

カクテル・パーティーには、日本人参加者と米国側からは地域分科会のキーパーソンと何家庭かのホストファミリーが参加しました。

オープニング・セレモニーでは、関係者の挨拶やコロラド州の音楽やダンス・グループによる舞台が披露されました。

カクテル・パーティー　

（コロラド・スプリングス日米協会会員主催のプログラム）

着物デモンストレーション

琴の演奏
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オープニング・セレモニー

日米両国の国歌斉唱

歓迎スピーチ　（日本語訳は全てポール・マルヤマ（CIE-US　副理事長）

　　　　トム・ジェームス（国際草の根交流センター 米国　理事長）

　　　　ラリー・スモール（コロラド・スプリングス市　副市長）

　　　　太田裕造 （在デンバー日本総領事）

　　　　ベン・ナイトホース・キャンベル（元 コロラド州のアメリカ合衆国上院議員）

　　　　ティモシー・キーティング（北米防衛空軍基地、米国司令部　司令官）

　　　　渡辺泰造 （国際草の根交流センター　理事長）

　　　　マット・カーペンター（エル・ポマー財団　副社長）

地球儀の交換　（ボブ・ホイットフィールド、中濱京）

「ワールド・アンサム(World Anthem)」　

（演奏：コロラド・スプリングス・ユース・シンフォニー、

　　　コロラド・スプリングス少年少女合唱団）

舞台芸術を通じたアメリカ文化の共有　〔司会：ドン・ワード（KKテレビ、アナウンサー）〕

バリー・ワード

コシャレ・ダンサー（コロラド州ラ・ハンタより）

「アメリカン・ザ・ビューティフル(America the Beautiful)」、「コロラド！(Colorado!)」

（演奏：コロラド・スプリングス・ユース・シンフォニー、コロラド・スプリングス少年少女合唱団）
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協賛企業　　　　　　　　　　NTTコミュニケーション株式会社／三菱商事株式会社／全日本空輸株式会社／トヨタ自動車株式会社／
明治安田生命保険相互会社／東京電力株式会社／株式会社大庄／イオン株式会社／株式会社永谷園／東京海上日動火災保険
／キリンビール株式会社／コカコーラ セントラル ジャパン株式会社／キャノン株式会社／新日本石油株式会社
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協賛企業　

クロージング・セレモニー、フェアウェル・パーティー

クロージング・セレモニー、フェアウェル・パーティは、ペンローズ・ハウスというザ・
ブロードモア創始者邸宅の中庭で行なわれました。

日本人参加者や多くのホストファミリーが参加し、和やかな雰囲気の中で最
後の別れを惜しみました。

クロージング・セレモニー、フェアウェル・パーティー

挨拶　　　　　マット・カーペンター（エル・ポマー財団　副社長）

　　　　　　　　トム・ジェームス（国際草の根交流センター米国　理事長）

感謝の言葉　田口俊明（国際草の根交流センター日本理事）

挨拶　　　　　今井栄喜（山形県議会　議長）

第17回日米草の根交流サミット能登大会の紹介　（事務局長　魚岸志乃富）

〔司会者：ドン・ワード（KKテレビ　アナウンサー）〕

ダンス（パイクス・ピーク・ダンサーズ）

特別合唱（コロラド・スプリングス少年少女合唱団から高橋理事へ感謝の歌）

スクリーンによる写真・ビデオ上映

　　　　　　　　　東京ガス株式会社／アサヒビール株式会社／四国電力株式会社／中部電力株式会社／北海道電力株式会
社／トヨタフィナンシャルサービス株式会社／オムロン株式会社／株式会社サミックス／宇佐美工業株式会社／宇佐美産業
有限会社／株式会社JPホールディングス／株式会社メディウムジャパン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年9月20日時点）
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協賛企業　

参加者からの感想　【地域分科会】

1. チェーフィー・カウンティー(Chaffee County)

2. テラー・カウンティー(Teller County)
< 参加者：大野吾一、時子 / ホストファミリー：デクスター家族 >

標高2700m、5エーカーの丘の上のBillさんの家は、aspenの木に囲まれ、
庭に鹿が訪れ、バルコニーからはPikes Peakを眺望でき、hummingbird
もやって来る、すばらしい環境でした。Aspenの黄金色の紅葉には10日ほ
ど早かったようです。

地質学の教授であったBillさんの家は半分位が種々の鉱石標本や化石
（恐竜の化石も？！）のcollectionで埋まっているのには目を見張りました。

Teller county sessionのHost Family合同のバーベキューパーティ、
Garden of the GodsとFlorissant Fossile Beds（化石の公園）でのダイ
ナミックなアメリカ大陸の太古の地質変動、古生物学についてのBillさんに
よる解説も熱意が伝わって（よく分かった様な気になって）楽しかったし、本
物の化石Huntingもすばらしい体験でした。

3. マニトウ・スプリングス(Manitou Springs)
< 参加者：戸田美樹子 / ホストファミリー：ホッホールター家族 >

ずっと憧れていたアメリカでの生活体験、そのチャンスを設けて下さり、ありが
とうございました。マニトウ・スプリングスのPIKES PEAKの山頂では、雪が
降っているという状態でした。薄着の私にホストファミリーの方はジャケットを
用意して下さり、本当に寒い思いをせず、楽しむことが出来ました。皆さん
の心遣いには本当に感謝しています。英語のしゃべれない私でも、今回の
ホームステイは、感動の連続でした。心温かいアメリカの方々、そして日本
のスタッフの方々に感謝しています。

この度は、私の大切な宝物となりました。

お世話になりました。ありがとうございました。

< 参加者：W. Y. / ホストファミリー：ニース家族 >

ホストファミリーの夫は私の夫と、奥様は私と同い年。奥様は退職教師、
私も教育関係に携わっているので、本当に様々なことについて情報交換し、
話題も多かった。「我孫子便利帳」の英語版を持参。これで我孫子市民
として暮らせます、とわが市を紹介したところ、一気に読み進んで大変興味
を示してくれました。ごみの出し方、介護保険のシステム、家の値段、健康
問題、子供の結婚について、子供の結婚相手の親とのつき合い方、自分
達の結婚、孫のこと・・・「同じだなー」「こんなことはないよー」。話はつきま
せん。

日常生活をそのまま体験したいという私の希望を十分に汲み、それにおも
てなしの気持をたっぷり加えてくれた両家庭でした。又、帰りのホテルのルー
ムメイトからは、別のカウンティーでの彼女の体験を教えてもらいました。私
とは全く異なった、また別の意味で有意義なものでした。本当に一分一分
が充実した11日間でした。

心から御礼申し上げます。

千葉大会以来の再会でしたが、日本酒をやりながらブッシュ政権の外交政策など政治的視点にまで及んでDiscussion（--大部分は
聞き役でしたが--）できたこと、夫婦でHomestayしたのですがBillの奥さんのTyneeさんと中国式餃子を作ったこと、Cripple Creekの
カジノで夫婦合わせて30ドルを貢いできたことも楽しい思い出となりました。

※掲載している文章、写真は参加者から寄せられたものをそのまま使用しています。

　　　　　　　　　NTTコミュニケーション株式会社／三菱商事株式会社／全日本空輸株式会社／トヨタ自動車株式会社／
明治安田生命保険相互会社／東京電力株式会社／株式会社大庄／イオン株式会社／株式会社永谷園／東京海上日動火災保険
／キリンビール株式会社／コカコーラ セントラル ジャパン株式会社／キャノン株式会社／新日本石油株式会社
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協賛企業　

4. ラ・ハンタ(La Junta)
< 参加者：吉福朝香 / ホストファミリー：　　>

今回、日米草の根交流サミットに参加できたのは、祖母のおかげです。お
ばあちゃんどうもありがとうございました。

私は、出発するまで、英語の勉強をがんばりました。それがうまくいったと思
います。

あっという間に、つばさが出発してしまいました。お母さんと弟に手をふる事
も出来ませんでした。

私は、ホームステイをする時、英語が通じるか、とても不安でした。でも、ハ
ロー、グッドナイト、グットモーニング、プリーズ、センキューなど、話せました。
ホストファミリーの人が、部屋はここだよ、トイレはここだよ、お風呂はここだよ
とやさしく教えてくれて、うれしかったです。家に帰るのが楽しくなってきました。

5. ロッキー・フォード(Rocky Ford)
< 参加者：小久保律子 / ホストファミリー：ヒラキ家族 >

草の根交流会のスタッフの皆様には大変お世話になりました。初めてホー
ムステイをしながらの海外旅行に参加して不安もありましたがおかげで、楽
しい想い出がいっぱい出来ました。ブロードモアは素晴らしいホテルでした。
ロッキー・フォードに11人の仲間と共に、農場(メロン、玉ネギ、カボチャ) 牧
場、トラクター工場、種子工場、など見学に行きました。畑の広さに驚きま
した。アメリカの大地の雄大さに感動しました。

また、日系の方達とお会いして、一緒に食事をしながらお話ができたことも
うれしかったです。年、1度の初期入植者パレードに招待されました。現地
では私達をとても歓迎してくれました。良い想い出がいっぱい出来ました。
いろいろな経験をさせてもらいました。

6. ラ・ヴィータ(La Veta)
< 参加者：中濱京 / ホストファミリー：ヘンダーソン家族 >

コロラドは今回初めて行きました。自然の大きさにあらためて驚
かされると共に、ラ・ビータの人々の温かさに感激しました。野生
の鹿、野生の七面鳥の集団移動も初めてみました。

ホストファミリー（マーティ）の友人の大草原を見に行った時の景
色は忘れられません。見渡す限り真黄色に広がる花の絨毯の
中で、ミツバチの羽音しか聞こえませんでした。「そんなに騒々し
く生きなくてもいんだよ。」って教えてくれているような、静かで大
きな自然でした。

願いごとが叶う「地球の胸」と言われる、２つの美しい山を見な

コシャレの人達と、ダンスをして、最初どういうダンスなのかなぁと思っていたら、独特のリズムの踊りでした。

いつも同じ学年ぐらいの仲間とのレッスンですが、今回は中学生以上のみなさんと初めて踊って、むずかしい所もありました。終わった時、
お客さんが、スタンディング・オベーションをしてくれて、私は、とてもうれしくなってダンスをずっとがんばるぞ、という気持になりました。

今まで、ダンスを続けて良かったです。五年生で海外に行けるなんて思っていませんでした。とても貴重な体験が出来てうれしかったです。

みなさんありがとうございました。

スタッフの皆様方の、ご努力に感謝いたします。ありがとうございました。

（メロンの収穫は見られませんでした。天候不順で変わりにカボチャでした。写真は試験場で撮ったものです。畑で作るメロンでした。）

がら、マーティと一緒に願いごともしてきました。大地からのパワーを感じる山であり「お互いに夢が叶ったら連絡しましょうね」と約束した
山です。いつかマーティに連絡できる日が来るように、コロラドの思い出と共に大事にしていきたいと思います。

　　　　　　　　　東京ガス株式会社／アサヒビール株式会社／四国電力株式会社／中部電力株式会社／北海道電力株式会
社／トヨタフィナンシャルサービス株式会社／オムロン株式会社／株式会社サミックス／宇佐美工業株式会社／宇佐美産業
有限会社／株式会社JPホールディングス／株式会社メディウムジャパン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年9月20日時点）
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協賛企業　

7. ウエストクリフ(Westcliffe)

8. クリアー・クリーク・カウンティー(Clear Creek County)
< 参加者：小川弘美 / ホストファミリー：スコット家族 >

初めてのホームスティを体験させていただき、感動!感動！の連続でした。

ロッキー山脈を前に大自然の素晴らしい景観とホストファミリーの真心が私
たちを迎えてくれました。私は英会話が出来ないのがかなりの不安でしたが
ホストファミリーの笑顔とジェスチャーで楽しい日々になりました。

西部開拓時代の鉱山労働者が仕事の後に楽しんだ地元ビール工場に
案内してもらいその時代を少し体験し。12種類のビールが大変おいしかっ
たです。

子育ても終わり自身の人生を考えるチャンスになればと参加した交流会で
した。アメリカに家族が出来たのが私の最高の宝になりました。

9. ロイヤル・ゴージ・カントリー(Royal Gorge Country)
< 参加者：川口高弘 / ホストファミリー：ミューラー家族 >

< 参加者：田口俊明 / ホストファミリー：ウェーレン家族 >

まず何よりも“草の根サミット”を支えてくれたコロラドのボランティアの皆さん、
キィパーソン、そしてホストファミリーの皆さんに心から「どうもありがとうござい
ました」と御礼を申し上げたい。

３泊４日のホームステイを通じて生涯の友人を得たことを本当に嬉しく思い
ます。

ホストのダイアン・ウェーレンさんはキーパーソンとして10ヵ月以上にわたって
私達を受け入れる準備をしてくれたそうです。到着した瞬間からホストの方々
の暖かい気持を強く感じました。草の根サミットを通じて生れた心からの友
情が将来の日米関係にも良い影響を与えることを信じています。

ホストを受けていただいたダーニャさんそして、今回の機会を与えていただいた全ての方々に感謝の気持ちでいっぱいです。本当にあり
がとうございました。

今回の旅でお世話になったミューラーご
夫妻はこれまでのホームステイの経験の
中でも大変印象深いものになりました。
敬虔なクリスチャンである彼らは日々の
糧に対して感謝の言葉を惜しまず、ま
わりの人々に対して常に何ができるかと
考え、行動する方達でした。私は彼らと
の出会いを通して「人は皆生かされてい
る」ことを再確認しました。私にとって人
生とは「人は如何に生きるべきか」を探
す旅であり、ミューラーご夫妻は私にその
ヒントを与えてくださいました。ホームステ
イ期間中、私にしてくださった数々のご
厚意に心から心から感謝、御礼申し上
げます。またミューラーご夫妻におかれま
しては今後ともより実り多き人生である
ことを心よりお祈り申し上げます。

最後に、今回サミットへの参加の機会を与えてくださいました理事、並びに誠心誠意サミットの成功のためにご尽力された方々に厚く
御礼申し上げます。

　　　　　　　　　NTTコミュニケーション株式会社／三菱商事株式会社／全日本空輸株式会社／トヨタ自動車株式会社／
明治安田生命保険相互会社／東京電力株式会社／株式会社大庄／イオン株式会社／株式会社永谷園／東京海上日動火災保険
／キリンビール株式会社／コカコーラ セントラル ジャパン株式会社／キャノン株式会社／新日本石油株式会社
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10. デンバー(Denver)
< 参加者：丹野聡美 / ホストファミリー：パルクイスト家族 >

11. コロラド・スプリングス(Colorado Springs)
< 参加者：金田幸典 / ホストファミリー：グリーン家族 >

日米草の根交流コロラド大会を終えて

まず、今回の大会運営にかかわったすべての方々
に感謝します。私は、オプショナル・プログラムを含
め、たった11日間の短い行程の中で、一回りも
二回りも成長することができました。私は、昨年も
デンバーに滞在していましたが、そのときに得ること
のできなかったものをたくさん吸収することができま
した。

私の予想とは違い、学生が少なく、一般の方々
との行動が多かった今大会。コロラド州の中心で
あるデンバーの州庁や、アメリカでも最大のアート
ミュージアムなどを見学し、日本との文化の違い
を肌で感じることができました。デンバーの歴史の
行程を辿り、創意工夫のすばらしさに感動を覚
えました。

なんといっても1番の時間はホストファミリーとの時
間でした。

デンバー分科会のときは、現地のホストファミリー・コーディネータさんの協力もあり、昨年お世話になった家族の元へサプライズでいけるこ
とになりました。自分の英語力の向上につながったと思います。

来年は日本の能登での開催ですが、もし参加できる場合、ぜひまたこのようなすばらしい体験をしたいと思っています。

ぼくは、初めてアメリカに行きました。ぼくがアメリカに行って1番楽し
かったことは、馬に乗ったことです。ぼくは、初めて馬に乗りました。
馬に乗るまでアメリカの人たちや日本の人たちと野球をしてまってい
ました。楽しかったです。馬に乗っている時間は長かったです。乗る
ときは、こわかったけどだんだんこわくなくなりました。乗り終わってか
ら馬にもう1回乗ってみたくなりました。すごく楽しかったです。

あとホストにいろいろな所につれていってもらいました。いろんな国の
お金がある所につれていってくれました。いろんな形のお金がありま
した。

動物園にもつれていってくれました。キリンにクッキーみたいのをあげ
ました。おもしろかったです。

日本では、キリンにクッキーなどをあげられないのでいい経験をしたなぁと思いました。

また次も草の根交流サミットに参加したいなぁと思いました。

　　　　　　　　　東京ガス株式会社／アサヒビール株式会社／四国電力株式会社／中部電力株式会社／北海道電力株式会
社／トヨタフィナンシャルサービス株式会社／オムロン株式会社／株式会社サミックス／宇佐美工業株式会社／宇佐美産業
有限会社／株式会社JPホールディングス／株式会社メディウムジャパン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年9月20日時点）



協賛企業　

＜草の根通信Vol.50, 51　　9/12 ＞

< 参加者：岡本孝司、久枝 / ホストファミリー：ガウディエッロ家族 >

3. フェアヘーブン(Fairhaven)

< 参加者：野田勝利 / ホストファミリー：ハーグリーブス家族 >

永井さんご夫婦との3人のホームステイで、とかく日本人と一緒だと英語の勉
強にならないのではと訪問前は強く心配でしたが、ホストファミリーとの生活の
中に入るとHardyさんWalleyさんに引っ張られて、楽しく過ごさせていただき
ました。

ホストファミリーとの生活は、朝7時半からの散歩、9時出発でワシントンDC
近郊の色々な場所に精力的に案内して戴き、大変感謝しています。大変
友好的なお二人で、決して労を惜しまれない姿は広島でボランティア・ガイ
ドをしている私には大変参考になりました。

2. ワシントンDC(Washington D.C.)

1. コロラド・スプリングス (Colorado Springs)

参加者からの感想　【オプショナル・プログラム】

毎年、日米草の根交流サミット大会では本大会の後に過去の大会開催地を訪れる「オプショナル・プログラム（ホームステイ）」を行なって
います。今年は4箇所、コロラド・スプリングス、ワシントンD.C.近郊、ボストン、フェアヘーブンで行なわれました。

※感想が寄せられたプログラムだけを掲載しています。

< 参加者：今田良子 / ホストファミリー：カールソ・レイス家族 >

一日目、Mr. Ken Ishidaの家で昼食をご馳走になり、Kaoruさんの案内で、
Garden of the Gods を見て、それからVisitor Center訪問。日本人経営
のすし屋へ行って夕食をご馳走になりました。キーパースン夫妻をはじめ、12、
3人のパーティでした。二日目、Ute Passを越えてデュード牧場へ行きHay・
Rideを楽しみました。昼食の牛肉もおいしく、ギターの弾き語りも楽しめまし
た。金鉱の町、Cripple Creekを通り、Woodland Parkから初冠雪の
Pikes Peakの眺望を楽しみ、ホストの家で手作り夕食。三日目、ハイキン
グ、午後はナタリーの案内でAir Force Academy、 Olympic Training 
Centerを見学。夕刻は持ち寄りピクニックで夕食を楽しみ、夜は
swimmingに行きました。

ホストとは事前にEメールで連絡を取り、写真をCDに入れて持参しました。ホストがまだ現役で忙しかったために毎日違った人の自宅に
行きました。おそらく平均以上の家庭の方々であろうと推測しています。再婚夫婦が多かったことはアメリカ社会の一端を覗いた感があり
ました。バードが何日もかかった道を車で短時間のうちに見ました。コロラド州はたまに水不足で樹木が枯れることがあるくらいで、自然災
害も少なく、穏やかな美しい州という印象です。日米両方の関係者の方々に心からお礼申し上げます。

コロラドサミットのあとFairhavenに行きました。ある夜、
同行の木戸正子さんがアメリカ人30人ぐらいを集めてお
茶の会を開催しました。出席者に大変深い感銘を与え
たようです。

お茶のあと、持ち寄りの夕食会（potluck dinner）があ
り、Fairhavenの高校で歴史を教えている女性と万次
郎についていろいろ議論を重ねる機会がありました。最
後に小生が”万次郎は黎明期の日本にとり非常に貴
重な資産であった”と述べたところ、彼女は、”彼は日本
の資産のみでなく、世界の資産であった”と言ってくれま
した。こんなに嬉しい言葉はありません。

※掲載している文章、写真は参加者から寄せられたものをそのまま使用しています。

　　　　　　　　　NTTコミュニケーション株式会社／三菱商事株式会社／全日本空輸株式会社／トヨタ自動車株式会社／
明治安田生命保険相互会社／東京電力株式会社／株式会社大庄／イオン株式会社／株式会社永谷園／東京海上日動火災保険
／キリンビール株式会社／コカコーラ セントラル ジャパン株式会社／キャノン株式会社／新日本石油株式会社



10月7、8日に土佐清水市（高知県）で、同市や姉妹都市委員会が主催
する「第一回土佐清水ジョン万祭り」が開催されました。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土佐清水市（高知県）とフェ
アヘーブン（マサチューセッツ州）は、日米両国で著名人物であり、日本国際
化の掛け橋となったジョン万次郎を縁に、姉妹都市提携を結んでいます。

祭りには、ジョン万次郎に縁ある人々が参加なさいました。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当財団からは田口理事と高橋理事、平
野評議員が出席し、米国からは土佐清水＝フェアヘーブン姉妹都市委員
会会長のルーニー夫妻が出席なさいました。ご夫妻は、当財団主催の「第
14回日米草の根交流サミット ニューイングランド大会」や「第16回日米草
の根交流サミットコロラド大会」でフェアヘーブンのキーパーソンを勤め、隔年
ホームステイの受入れをなさっています。

協賛企業　
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「第一回土佐清水ジョン万祭り」が開催されました

■■ お知らせお知らせ

会長の歓迎のお迎え

コロラド大会初日（9月5日）に参加者がザ・ブロードモアに到着すると、当財団の小沢会長がお迎えしてくださいました。

参加者を歓迎する為に前日入りした会長は、バス4台とも到着時間が未定だったにも関わらず、全員を握手で迎えていらっしゃいました。

突然の会長のお迎えに、参加者は驚きと喜びの声をあげ、写真撮影や握手会が行われました。
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書籍紹介：「ジョン万次郎物語」

ウェルカム　ジョン万の会による「ジョン万次郎物語」が富山房インターナショナルから出版されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土佐清水（高知県）とフェアヘーブン、ニューベッド
フォード（マサチューセッツ州）の交流活動を行なっている方々（ウェルカム　ジョン万の会）が子ども達
に伝えることを目的に作られました。

日本語と英語で書かれた絵本で、ジョン万次郎の一生が描かれています。

一度是非ご覧ください。

　　　　　　　　　東京ガス株式会社／アサヒビール株式会社／四国電力株式会社／中部電力株式会社／北海道電力株式会
社／トヨタフィナンシャルサービス株式会社／オムロン株式会社／株式会社サミックス／宇佐美工業株式会社／宇佐美産業
有限会社／株式会社JPホールディングス／株式会社メディウムジャパン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年9月20日時点）
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